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九州大学では 2006 年から毎年「環境報告書」を発行していますが、今年度は、本学の教職員、学生だけ
でなく、ステークホルダーである地域社会、さらには本学を志す中・高校生に本学が取り組む環境保全活
動を効率よく伝えるため、Web 上での読みやすさを考慮し、持続可能な開発目標（SDGs）を各章に示す
などのリニューアルを行いました。

編集方針
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総長メッセージ
Message

　地球温暖化による気候変動により、世界中
で熱波や洪水、干ばつなどの異常気象が発
生し、日本においても、大雨による土砂災害
や洪水などの自然災害が、毎年のように私た
ちの生活を脅かしています。また、地震や活
発化する火山活動などが頻発するわが国で
は、災害リスクに関する知識と心構えを共有
し、洪水・地震・土砂災害等の様々な災害
に備える防災意識の向上や、私たちを取り巻
く自然環境への配慮が不可欠です。そのた
め九州大学では、環境に関する基本理念「九
州大学は、地球未来を守ることが重要な課
題であることを認識し、環境に配慮した実践
活動を通じて、地球環境保全に寄与する人
材を育成するとともに、地球に環境負荷をか
けない社会を実現するための研究を推進す
る。」に基づく5 つの環境方針を策定し、継
続した環境改善に取り組んでいます。
九州大学は、2021 年 11 月に、「指定国
立大学法人」として指定を受けると同時に、
今後 10 年間の大学の方向性・方針として
「Kyushu University VISION 2030」 を策
定・公表し、目指す姿として「総合知で社
会変革を牽引する大学」を掲げました。そし
て、その実現に向けて、社会的課題解決と
DX（Digital Transformation）の推進に取
り組み、社会変革に貢献することを宣言して
います。特に、現代社会が抱える様々な課
題の中でも、本学が有する強みを生かして、
「脱炭素」「医療・健康」「環境・食料」の
３つの課題解決に取り組むこととしています。

多様化・複雑化する社会的課題の解決には、
先ず理想とする未来社会を描き、研究成果
を生かして、その実現を追求する試みが重要
です。また、大学が持つ多種多様なデータ
を広く収集し、分析・活用することで、教育・
研究・医療の質を飛躍的に向上させるデー
タ駆動型のアプローチも、イノベーションエ
コシステムを形成する上で極めて重要な手法
の一つだと考えています。
新型コロナウィルスと共存しながら人間社会
の営みも維持していく「with & beyondコロ
ナ」時代を見据え、これまで大学が培ってき
た叡智を結集し、地域社会と共創して直面す
る社会的課題の解決や DX の推進に取り組
み、持続可能で人々の多様な幸せ（= well-
being）を実現できる社会を作り出すことに貢
献してまいります。
本報告書は、本学の研究教育活動により消
費されるエネルギーや資源の状況や環境に
関する研究・教育の取り組みを広く公開し、
環境に対する本学の姿勢を理解していただく
ための、社会との環境コミュニケーション・
ツールの一つとして作成しています。引き続
き、環境保全に尽力するとともに、法令を遵
守し、学生・教職員の健康と安全確保に努
力し、循環型社会実現に向けた研究と人材
育成に努めてまいります。

令和 4 年 9 月
九州大学総長　石橋 達朗　
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伊都地区 : 工学系、理学系、人文社会科学系、農学系、
附属図書館、情報基盤研究開発センター、基幹教育院、共創学部
病院地区 : 医学系、歯学系、薬学系、生体防御医学研究所、病院
大橋地区 : 芸術工学系
筑紫地区 : 総合理工学系、応用力学研究所、先導物質化学研究所
別府地区 : 九州大学病院別府病院

「環境報告書 2022」に記載している内容は、主に
2021 年度（令和 3 年 4 月 1 日から令和 4 年 3 月
31日まで）の取り組み、データを中心にまとめており、
一部に、令和 3 年 3月 31 日以前および令和 4 年 4
月 1日以降の取り組みや活動が含まれています。

環境報告対象の組織 報告期間

構成員大学の組織

(　) 内の数は組織数

役　員

副理事

役員会

総長 － 理事

監事

（令和４年 5 月現在）

教職員 · 学生

26,540 名
教職員 7,974 名
 教員：2,088 名
 職員：2,351 名
 その他 3,535 名
大学院生 6,887 名
 修士課程：3,981 名
 専門職学位課程：304 名
 博士課程：2,602 名
学部学生 11,679 名
 1 ～ 3 年次：8,085 名
 4 年次以上：3,594 名

令和４年度５月現在

環境配慮活動に向けて
Chapter 1

Chapter_1-1

大学概要
事業所名

国立大学法人 九州大学
所在地：〒 819-0395 福岡市西区元岡 744
電話：092-802-2125（代表）

WEB：http://www.kyushu-u.ac.jp
設立：1911 年（明治 44 年）1月 1日

Chapter_1-1

基幹教育院
大学院（学府 (18)、研究院 (16)）
高等研究院
学部（12）
附置研究所 (4)
国際研究所
九州大学病院
附属図書館
情報基盤研究開発センター
学内共同教育研究センター (53)
先導的研究センター (8)
機構その他の組織 (11)
推進室等 (15)
監査室
事務局・部局事務部
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　　( 令和 3 年 5 月 1 日現在 )

＊ 土地および延床面積はキャンパス外にある宿舎等を含む。

 キャンパス 所在地 土地 [㎡ ] 延床面積 [㎡ ]

 伊都キャンパス 福岡市西区元岡 744 2,717,130 513,510

 病院キャンパス 福岡市東区馬出 3-1-1 311,239 329,220

 筑紫キャンパス 春日市春日公園 6-1 257,334 81,361

 大橋キャンパス 福岡市南区塩原 4-9-1 63,058 48,361

 別府キャンパス 大分県別府市大字鶴見字鶴見原 4546 100,217 16,598

 箱崎キャンパス跡地 福岡市東区箱崎 6-10-1 437,004 38,441

 地区 所在地 土地 [㎡ ]

 農学部附属農場 福岡県糟屋郡粕屋町 392,708

 福岡演習林 福岡県糟屋郡篠栗町 4,638,364

 宮崎演習林 宮崎県東臼杵郡椎葉村 29,161,473

 北海道演習林 北海道足寄郡足寄町 37,132,393

福岡空港

JR篠栗線

福岡都
市高速

西九
州自
動車
道

JR筑
肥線

姪浜

九大学研都市

福重JCT

野茶RP

西鉄福岡

大橋

大野城

貝塚RP

箱崎RP

中
洲
川
端

箱
崎
九
大
前

西
鉄
貝
塚
線

九
州
自
動
車
道

地
下
鉄
箱
崎
線

西
鉄
天
神
大
牟
田
線

J
R
鹿
児
島
本
線

貝
塚

　
　

　
　

天神

博多湾

ビジネス・
スクール（QBS）
博多駅オフィス

九州大学
箱崎キャンパス跡地

産学官連携
イノベーションプラザ

九州大学
伊都キャンパス

九州大学
筑紫キャンパス

九州大学
大橋キャンパス

九州大学
病院キャンパス

九州大学
別府キャンパス

博多
地下鉄
空港線

Chapter_1-2

キャンパスマップ

[　演習林所在地　]

[　キャンパス所在地　]
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Chapter_1-3

九州大学環境方針

  九州大学は、地球未来を守ることが重要な課題であることを認識
し、環境に配慮した実践活動を通じて、地球環境保全に寄与する
人材を育成するとともに、地球に環境負荷をかけない社会を実現
するための研究を推進する。

基本理念

Chapter_1-3

この環境方針は、すべての学生、教職員及び関係事業者に周知させるとともに、ホームページ等を用いて広く開示する。

　九州大学は、以下に掲げる活動方針に従って、環境目的、目標、
及び計画を定め、環境活動の実施状況を点検·評価することにより、
継続的環境改善を図ることとする。

環境方針

コミュニケーション

環境に関する情報を学内外に伝えるため、
環境報告書を作成、公表する。作成にあたっ
ては法令に関する重要な情報を虚偽なく記
載することにより信頼性を高める。

法令遵守等

Policy_5Policy_4

本学におけるすべての環境活動において、
法令を遵守し、環境汚染の防止や温室効
果ガスの削減等に努める。

構成員

Policy_2

学生及び教職員は、本学に関係
する事業者や地域住民とともに、
環境に配慮した活動に取り組み、
本学はこれを支援する。

環境に関する
教育・研究の充実

環境マネジメント
システムの構築

Policy_3Policy_1

地球環境に関する教育カリキュラ
ム及び環境負荷低減のための研究
を、総合大学としての特長を生かし
て充実させ、地球環境の保全に寄
与する。

全学の他、各部局等においても
環境マネジメントシステムを構築
し、環境に配慮した活動に積極的
に取り組み、環境に優しいキャン
パスの実現を目指す。

Chapter_1-3
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事 項

組織・体制 P7

資源の
有効利用

P38

P38
|
P40

化学物質管理
P45
|
P48

温暖化対策
P29
|
P35

グリーン購入 P40

令和４年度目標 関連ページ具体的な取組

各部局等において、環境マネジ
メントシステムを構築し、環境活
動報告書を作成する。

学内ホームページにエネルギー
使用量等を公表、省エネのポス
ター、パンフレットの配布、空
調設備、照明器具を省エネ型に
更新、カーボンニュートラルキャ
ンパス実現に向けた検討など。

遊休物品及び貸付物品等の情報
を提供するために「九大WEB
リサイクルシステム」の運用の
拡大、物品の効率的活用を図る。

可燃ごみに対する古紙の割合を
高めることにより資源化率を上げ
る。産業廃棄物の分別の徹底と
再資源化を促進する。

環境配慮型製品を優先的に購入
する「グリーン購入」を進める。

化学物質管理支援システムによ
る薬品の適正な管理を推進す
る。化学物質の安全管理に関す
る講習会等を開催する。化学物
質のリスクアセスメントを推進す
る。引き続き排出水の水質が基
準値を超えないように指導する。

令和３年度の評価

各部局において、省エネ活動や
安全管理等、定期的な個々の活
動が定着し一定の効果が認めら
れた。

対前年度比の結果は以下のとお
りとなった。
・エネルギー消費原単位 (kL/
㎡ )：4.5％増 (主要6キャンパス)
・CO2 排出量原単位 (t-CO2/
㎡ )：14.1％増 ( 全学 )
カーボンニュートラルキャンパス
実現に向けたプロジェクトチーム
を設置した。

　パソコン等電子機器及び関連
消耗品、事務用備品等の取引に
おいて、件数は 221 件でキャン
パス移転年度であった前年度と
比べて36 件の成立件数減少で
あるが、一定の経費削減効果が
認められた。

　古紙の回収量は前年度より
409トン減少した。また、可燃ご
みとの比率は、11.4％減少した。　　
産業廃棄物の再資源化率は前年
度より15.1% 減の 34.1%であっ
た。コロナ禍の影響による研究・
教育活動の縮小に起因すると考
えられる。

本学のグリーン購入調達方針に
揚げたすべての特定調達品目に
ついてグリーン購入を行った。

化学物質の安全管理に関する講
習会を14 回行い、746 名の参
加者があった。
基準値を超過しないように排出
水の水質管理を徹底した。

環境マネジメントシステムの体
制下の各組織の役割を再確認
し、連携してより多くの構成員が
環境活動へ参画するよう努める。

2016 年度から2020 年度までの
平均を基準として、2021 年度か
ら2025 年度の 5 年間でエネル
ギー消費原単位 (kL/㎡ )を 5％
以上削減する。
カーボンニュートラルキャンパス
実現に向けた取組み方針を策定
する。

「九大WEBリサイクルシステム」
の周知活動を充実させ、より一
層の利用拡大を図る。

古紙回収量を、前年度より増加
させることを目標とする。
産業廃棄物の再資源化率
を前年度より高くする。

グリーン購入調達方針に基づく
調達を継続して行う。

化学物質管理支援システムの適
正運用を行う。
講習会、講義等を通して、化学
物質の適切な管理及び取扱いを
広報する。
化学物質の管理状況調査を行
い、同時にリスクアセスメント、
棚卸等の実施状況についても調
査する。

Chapter_1-4

環境活動計画、評価及び目標
[　環境活動計画、評価及び目標　]

06

第
１
章　
環
境
配
慮
活
動
に
向
け
て

E
nvironm

ental R
eport



Chapter_1-5

環境マネジメント体制

総長 環境広報部会

全学環境部会

環境教育研究部会

資源・エネルギー部会

環境安全部会

環境安全衛生推進室

環境安全センター委員会 環境部会

部局等の長 部局等環境報告書

部局等の環境委員会 部局等環境部会

環境マネジメント体制として、「環境安
全センター委員会」の下に、環境広報
部会、環境教育研究部会、資源エネ
ルギー部会及び環境安全部会の 4つ
の部会を設け、全学の環境活動を推
進すると共に、各部局毎に環境マネジ
メントシステムを構築し、部局等単位
での環境活動を計画 · 実行、部局等
環境報告書を作成しています。

Chapter_1-5

環境活動の
取り組み体制

information

各部局の環境報告書は、九州大学ホームページ上で公開しています。
「九州大学について」→「公表事項」→「環境報告書」→「部局環境報告書」 https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/

[ 伊都地区センターゾーン ]
基幹教育院、共創学部、カーボンニュートラル ·エネルギー国際研究所

[ 伊都地区イーストゾーン ] 
人文科学研究院 · 人文科学府 · 文学部、比較社会文化研究院 · 地球社会統
合科学府、人間環境学研究院 · 人間環境学府、教育学部、法学研究院 · 法
学府・法学部、経済学研究院長 · 経済学府 · 経済学部、言語文化研究院、
統合新領域学府、人文社会科学系事務部

[ 理学研究院等 ]
大学院理学研究院、大学院理学府、理学部、大学院数理学研究院、大学院
数理学府、マス ·フォア ·インダストリ研究所、大学院システム生命科学府、
アイソトープ統合安全管理センター、総合研究博物館、国際宇宙天気科学 ·
教育センター、先端素粒子物理研究センター、 低温センター、中央元素分析
所、附属工場

[ 工学研究院等 ]
大学院人間環境学研究院、大学院システム情報科学研究院、大学院工学研
究院、大学院総合理工学研究院、工学研究院附属環境工学研究教育セン
ター、未来化学創造センター、工学研究院附属アジア防災研究センター、鉄
鋼リサーチセンター、工学研究院附属国際教育支援センター、医用生体工
学研究センター、工学研究院附属小分子エネルギーセンター、水素エネル
ギー国際研究センター、工学研究院附属次世代蓄エネルギーデバイス研究セ
ンター、工学研究院附属次世代経皮薬物送達研究センター、分子システム
科学センター、工学府附属ものづくり工学教育研究センター、水素材料先端
科学研究センター、超顕微解析研究センター、都市研究センター、西部地区 
自然災害資料センター、次世代接着技術センター、分子システムデバイス産

学連携教育研究センター

[ 農学研究院等 ] 
大学院農学研究院、大学院生物資源環境科学府、農学部、熱帯農学研究セ
ンター、実験生物環境制御センター、有体物管理センター、植物フロンティ
ア研究センター

[ 病院地区 ] 
医学研究院、歯学研究院、薬学研究院、生体防御医学研究所、医学研究院
保健学部門

[ 芸術工学研究院 ] 
大学院芸術工学研究院

[ 筑紫地区 ] 
総合理工学府 · 研究院、応用力学研究所、先導物質化学研究所、中央分析
センター、グローバルイノベーションセンター、グリーンテクノロジー研究教育
センター、極限プラズマ研究連携センター、洋上風力研究教育センター

[ 情報基盤研究開発センター]
情報基盤研究開発センター

[ 附属図書館 ]
中央図書館、医学図書館　、芸術工学図書館、筑紫図書館、理系図書館

[ 別府病院 ] 
九州大学病院別府病院
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